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環境科学学習会の役割
一親子で考える生活環境ー
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1 .はじめに
設がい!の環境科学は，経済のIlr:五度成長時代のI41
境汚染及び環境破壊が危機(1なな時期に始まった.
~lí 1I¥j'， 1'1:界の先送開では，生j8~ と生活のために大
気汚染や水質ド'Jìlmは深刻化し，自然IQ主l~~が急速に
逆行し，{t民n身の生存に関わる破壊も現れるに
及んだ.これらの実態を把握し，科学的に解明し，
探境保誌を1]的とした心象の追究が環段科学で、あ
った[1]. この351境科学'の!!nヲはヒトが生きるた
めの環境科学として， 252境問題の解決， t/IiJ:の!総
立にあり，あくまでヒト小心の環境科学であった.
その後， fL2境科学は多くの分皆でひずみを認め，
持続可能なf梶山!誌の限界12]，さらなる氷や大気
の汚染[3]，気象の急激な変動，森林や'cJ:::.態系の
蚊壊と様の絶滅ラ失われる，t.，命の繋がり [4]，
体への人工化学物質の作川，地球そのもののi波壊
などうヒトの絶滅にIr村通いかねない兆候も認めら
れた.このように，人間中心の邸境の考え方には
限界があることがi切らかとなり，ヒト 11心の環境
保護や保全ではヒトの生存さえ保Wì~tできないと忠
われる.
今litI， rI然の実態をつかみ1:然環境がどのよう
に保たれているかを，小学生の1寺WJから土m解して
もらいう信JJ;m~I~1 然31i境の I1 1での i当然とヒトとの
共存について永続する考え方が追究できるよう，
*佐賀大学文化教育学部環境基礎請出
J;'W"i科学学切会(第 11円1r水について制べてみよ
うJ(1999年度)と第2Jiij r光の不思議J(2000 
{I:}立)) をIJH官官した.
本学問会の第一の1的は，環境問題が人間生活
に1[(，¥広く筏抜にl立lわったI也球対ltlでのI¥])lきである
ため， J:記のような環境問題解決のための全般的
JIH諭や…椴i!i民ちで、きる測定方法など環境
問題解決にlijけた対応を解説し，環境問題に対す
る認識を深めてもらうことである.一万， EL2境問
題はがl人レベルでは解決が同難であるという側面i
も持つため，家庭レベルあるいは地域レベルで…
人一人が.¥'I而1に考え，問題の解決に向けて述携
して認を統的に努力しなければならない.そこで家
庭や地域における時境科学に関する話題提供と対
話の促進， )M Wiの環境を見つめながら生活する問
慣を身につけていただくことを第二の1(1']とした.
2. Ib.報と準f薦作業
tn 1 Ji'l学科会は， 1999{f 8 nの1:.1I{r¥[1 (7 
1，14 1，21 EI ，2811)の41tH(13・00-16・00) 開
催とし， 1 I11日1計4部付JJX.とした目立11 JitJ学科J
会においては，広報は 1ドーI);j病院，佐賀市役所，
博物航ラ j定揃館などにポスター掲示 (1災I1 )を，
~t:.. i百 II'ì~J ~:出誌 r)'JFiJぷらざJ(8)二j¥})に掲';1まをそ
れぞれ依頼した.また，佐賀市役所学校教存献を
過して佐賀市内IH公立小・小学校にポスターを配
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環境教育のための
自然科学学習会
内容 8月 7日水の流れの不思議
8月14日 水・空気・土を綱べてみよう(1)
B月21日 水・空気・土を澗べてみよう(II)
8月28日水環境に住む小さな生き物たち
対象 小・中学生と保能者(先着20名)
即時 8月7日-28日(蜂辿土曜日)[3，00-[6，00 
場所佐賀大学文化教育学部3号館1階生物実世宝
申込方ft 往世襲曹に全日のお名!日・半年を記入してF紀宛おr1L-込み下さい.
〒840-8502佐賀市本庄町l 佐賀大学事務局庶務部庶務限
参加費 無料
募集期間 7月[4日-30日
指時 佐賀大学文化教育学部人間環境際程
構西 f，"川野且fa.岡品俊龍・中村 聡
1問い合わせ先 問品 (tel:0952-28-8320)、川野 (Lcl:0952-28-8311) 
図1 第1回学習会ポスター (A3)
布した.さらに近郷私立小・中学校にもポスター
を持参し掲示をお願いした 加えて，佐賀・朝
日・西日本の各新聞に広報を依頼した. NHK， 
STSのテレビ・ラジオ放送でも取り上げられた
その結果 I月刊ぷらざJ，次いで、新聞を見て応募
した参加者が多かった.また，中学校に配付され
たポスターを見た中学校教師により勧められた中
学生8人の参加があった
第2回学習会は， 2000年8月の土曜日(12
日，19日)の2回(10:00-12:00および13・00-
15:00) 開催とし， 1日2部計4部構成とした.
今回は佐賀県内教育事務所(三神・佐城・杵島・
藤津)を通して管轄の国公立小・中学校にポスタ
ー(図2)の配布掲示を依頼した また，初年度
と同様に「月刊ぷらざJ(8月号)にも掲載依頼
した.佐賀・朝日・読売・西日本・毎日新聞の5
紙で広報され，さらに， 8月11日のNHK“あす
の動き"の中でも放送された 第l回学習会のア
ンケート結果から市内病院，佐賀市役所，博物館，
美術館などに配付されたポスターを見て応募した
-・環境科学学習会・・
光とは何か?
光と生き物との関わりは?
対象小・中学生と保護者(先着20名)
日時 8月12日(士)、 19日(土) 10 : 00~15:00 
場所佐賀大学文化教育学部 3号館 l階生物実験室
申込方法往復薬害に全員のお名前・学年を記入して
下記宛お申し込み下さい。
干840-8502佐賀市本庄町l佐賀大学事務局総務部総務謀総務係
参加費無料(弁当持参)
募集期間 7月 17 日(月 )~8月 4 日(金)
指導佐賀大学文化教育学部環境基礎講座
構西任、岡島俊哉、川野良信、中村聡
問い合わせ先岡島 (tel:0952-28-8320)、中村 (t.I，0952-28-8318)
図2 第2回学習会ポスター (A4)
人はいなかったので，第2回では依頼しなかったー
その結果，佐賀新聞，次いで「月刊ぷらざJを見
て応募した参加者が多かったが，教育事務所経由
で各小・中学校に配付されたポスターによる応募
はなかった.広報活動に関する反省点はポスター
に内容の詳細を載せていなかった点であり，今後
の改善を要する.また，参加者からは“チラシが
効果的である"との助言もあった.
準備作業は，第 l回・第2回ともに 3 各々の部
の担当教員が中心となり準備を行ったが，当日の
指導補助員(アルバイト)として以下の10名に
協力してもらった 第l回においては，教育学部
卒業生(秋山知子)，大学院生(教育学研究科，
前田友和)，教育学部4年生(河口 忍・白川陽
子・松本敏広)の5名，第2回においては，文化
教育学部4年生(城村真衣・前川 薫・山口智子)
および2年生(小野美智子・林田寛子)の5名で
ある.指導補助員には参加者の個別活動時に助
言・補助を，演示実験時に指導者の補佐をしても
らった.いずれの回においても指導補助員に対し
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事前の機器の淑扱い説明などの指導が行われた.
また，機器の運搬と組み立て，後片付けに協力し
てもらい 3 また，参加者の誘導を行ってもらった.
これらの指導補助員による協力は当初考えていた
以、上に必要性が高かった.
3.学翠会の内容
3-1.平成11年護学翠会ril<について調べてみようJ
3-1-1.第1部 f水の流れの不思議J(8/7) 
担当:中村
第 1部は水の流れ，つまり水の動きに焦点を当
てることにした.内容的には流体力学に相当し，
理論的に考察する場合，まず水を各断片に分解し，
各々の断片が受ける力(周りからの圧力，重力)
を考察し，運動の様子をすべての断片について決
定する.その結果，得られる結論にはベルヌーイ
の定期:などのように，常識的予測に反するものも
ある.内容は以下のように進めた.
A 地区iをスクリーンに映し出し，筑後)1の流れ
について気がつくことをあげてもらう目ここ
で，三角州・ 11'i1.蛇行について意識しても
らう目
B 大型水路を能った実験
a)室内に設置した水路に砂を敷き，実際に水
を流して三角州や1:j:1州、iができる様子を観察
してもらう.指導者が流して見せた後，参
加者で砂を殺し、てもらい，予想した流れと
実際にできた流れを比べてもらう.
b)流れのrtl線部にでFきる砂州、iを観察する.7}(
i市の王手いところと遅いところができること
に注意してもらう(関3).
C. )11の蛇行と生物
a)黒板に絵を描きながら，)11が自然に蛇行す
る}京区lを，上記8で観察したことを元に考
えてもらう.
b)流れの速さとそこに緩む生物の関係を考え
る.蛇行している自然の)1には流れの速い
所から遅い所までいろいろな環境があり，
多様な生物が生活できる.河川改修によっ
て)11をまっすぐに直すことが生物の減少を
図3 水路にできた砂州を観察する参加者
おくことを予想してもらい，それを裏付け
るデータを見せる [5] 
D.流速と土砂
a) 流速と7}(任の関係(ベルヌーイの定理).太
さの変化する風洞[6]を用いて圧力の大小
を調べる.最初に予想してもらい，意外な
結果を見てもらう.その後流れの中に石を
おいたときの砂の削られ方を観察する.
b)天ILiの写真を見せながら，7}(流によって山
の斜面が削られること，それを防ぐために
植物の根が重要な働きをしていること，を
考える.
小学生の参加者は水を流して遊ぶことに夢中だ
ったが，参加者の学年はそろっていないので，こ
の場合低学年の子供が楽しむ余地があって良かっ
たと考えられる.中学生 更には保護者は黒板な
どを能った説明に興味を持ったようであるし，低
学年の子供は砂で自分の城を造ってそれが壊れる
のを見て様々に工夫を凝らしていた.城を造って
遊ぶことは事前の計阪にはなかったのであるが，
参加者の知識がそろわない中で皆それぞれに何か
を掴み取ってもらう意味で，良い方向に評価したい.
与し2. ~喜 2部 f水・ 52気・土を調べてみよう CI)J (8パ4)
担逃:f習島・JlI野
水は人間が生活する上で最も身近に感じること
のできる物質の一つである.人間は水の汚染に関
しては極めて敏感に反応する.この時間の目的は，
水の汚染を測定する上で、最も基本的な検査境問を
知り，簡単な測定方法を学ぶことにある.家庭で
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容易に測定できる方法にパックテストと呼ばれる
方法がある.これは，あらかじめ検査薬が入れて
税封しであるプラスチックチューブに針で小さな
をあけて穴の部分を被検訟に没け， 72てから被検
i夜を吸い取ってJ免責薬と触れさせて色の変化を組
祭ずるものである.在Lの変化と被検i誌の汚染度と
の関係はパックテストに開封さ;11.，ている指示板に
表示されているので，色の変化から君子易にその被
J検討長が汚染されているかどうかを知ることができ
る.本"寺山iにil!U定した項目は，残f{:f!1i& ~ぷ・リン
駿・ペーハー(pH)・化学rI'Jo俊宗主主求1j[:(COD)で、あ
る. pH は0-14の{[I'iで、去さ;11." pH=7をI11'1:とし
て， pHく7を酸'It，7<pHがアルカリ'1:である.
参加者は全日パックテストは未経験であったの
で，被検i伐として洗剤・レモンあるいは酢などを
JIJ怠し，実際 lこ pH を ii!れとしてもらった目“ìJ~斉U は
アルカリ性であり (pH-9.5)，手につけるとぬる
ぬるした経験をお持ちだと思います"という説明
をしたところ，“手が溶けるので洗出梢に栄子を
入れられない"などと!議T.tnせに併されるあたり参
加者への説明にはもっと気を使わなければならな
いと感じた.さらに参加三(i"には!Hi1ijに，被検践と
してmUiとしたい身の同りのノ1(を持ってきてもいい
ことを伝えており終加を渡しておいた(名3検
併，;).参加者各自の家庭あるいは付近の泌などか
ら被検i伎を採取し測定させたことは参加者の苧卸
会へのな欲を明Iil1Iしたと思われる(国4). なぜ
ならば与えられた被検波を測定して測定の謀本や
耳目論をヴ:ぶた、けというよりも，実際に自分迷の生
活に直結した(完結に利JlJしている)水をiHUiEず
ることにより，白身の生活を見jl(すデータとして
i古川できるからである，ヲミI;;;~， )1: li ;j(を飲}IJとし
て手IJJlJしていたある参加者ー は，持参した:JI:戸水か
らリンが検出された引を示すデータに篤いてい
た.それが本当にリンに起i人iするものかどうかを
確認するためにさらに高度な測定を行う磯部を能
う学問会に参加していただくことが京ましい 本
学問会のtl擦の一つがこのような学問のレベルア
ップとそのための縦続性にあることをま1つていた
だければありがたい.
図4 水質検資で色の変化を計測する家族
本H寺lIiJでは， ;J(の汚染と生物とのIPd係や，酸性
雨などについてもOHPをHJl、て説明を行った
実際には，参加した子洪の多くが説明をJ'HMして
いるとはr-:iし明f~い.このためにち機会あれば家庭
においても子供に説明できる能力を保護好に誇っ
てもらうことも本学問会の手法の一つである.ゴミ
|探，後のアンケートにも!日てくるように，“勉強
になった"と答えた人の多くは， Ijl学生や保詑行
のようなある程度， JIIl解力を身につけた参加i行で
ある.
与し3，第3部{水着空気・土を讃べてみようO)J(8/21) 
担当:)1野・陪島
!芋i守会参加!行はtnltl;， 2古1;で7}くの流れや化学
的性質について知識を得ており，特に身近に作tl:
するノjくが十五々な嬰慌によって汚染を受けることに
気づいている. また，酸性1:1すなど人1¥j生活に常接
にWIわる環境問題についても興味を持っておりう
水に対する学好忠欲が高まってきている.第3古1;
では，{iiJがAくを汚染させているのかを考えてもら
うために，自然界で水が接する 1-.と大気について
誠べてもらうことにした.今IHは，参加者を3T)J 
に分け，それぞ、れの幼に指導t1li助討を配iT{し':1=れl
会を進めた
A. j'，の酸性皮
a)槌物はそれぞれれ分の好むj二のpHを持つ
ており，生物の成育にも酸性皮は主張な，む
i床をもっている. .1:，の pH測定には Ujì~般
温度計をJTいう予めi'friEした納物の恨元の
Lを}IJl 、た.その|民刷物の般を{~)っけな
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し、ょう注立を{起した.
わ) ìl!U定してもらった J'.のpl-{iま 5.8~7.0の範
!万iであり， t!i'i物の成存し持るほぽ正常な俗
を示した.品えも大きなpHは7.0で、ナンジャ
モンジャの木の根元のj:から得られ，逆に
小さい{fi'{は5.8でサンゴジュのそばの土か
ら得られた.
c)谷正JEからのデータはOHPシートにまとめち
このように舶物はやや際性の J:を好み，約i
ijにアルカリ'11:もしくは酸性条件下では成
きないことを説明した.
d) 通常，酸性J:I~ と呼ばれる j:ぼのpHは 5.5以下
であり，近年仏:賀県の降水にもよく認めら
れる しかし，測定した J:の pHは5.8~
7.0と般性HJの慌に比してやや'11'1:に変化
している.このことは土やそこに成?守する
納物にpHを調整する緩衝能力があること
を示しており，人的jの生活にとってもそれ
らが必裂なものであることが参加者Aにも耳目
併できたと考えている.
B.大気制lJ或
a)次に大気品Jl成について制べてもらった.こ
れはガステック社製ガラスチューブに気体
をI投入し， cJひめチュー ブ、1すに詰めてある当5
1!と反応させてうその比也の!52f円、によっ
て気体の組成を調べる道具である (1ぎ)5). 
調べた気体は実験室の空気と I~' 動車の排気
ガスであり，測定した物質は般家，二酸化
炭素，二酸化京楽である さらに，排気ガ
スを入れたビニール袋に蒸切水を力"え，出
詳した後にその水のpHとi[E硝酸をパック
テストで測定した.
b) 3 )1Jとも安気"1の酸素濃度は20%を得て
おり，一般的な似 (21%)と概めて近い
結果が得られた.二酸化炭素は1000ppm
で、通常{Hlよりもかなり大きい{m!を示してい
る.排気力、ス'1 1の酸素は6~5%で実験室
の空気よりも遥かに少なく，きぎ素酸化物は
2-1ppmのij[i!:IHを示した.
c) 排気ガスと接触させた水のpHはし、ずれも
図5 実験室での空気測定の様子
5.5以下であり，一般に言われる酸性f:I~と
!司じ仰を示した.つまり，大気tJ1に循環す
る水を酸性化ずる~，大!のひとつは111の排気
ガスによるものと考えられ，大気汚染の実
態が少なからず理解してもらえたものと忠
っている.
与し4.第4部f氷環境iこ謹む小さな生き物たちJ(8/28) 
拒当 i誇if
水生生物の生態学的1:><分は次のように3つに以
分される.
A. }~記者I)~t物 ()~芝生生中勿) Benntos 
B.浮遊生物 Plankton
C.遊泳生物 Necton
民生生物は水底に生息し泥や砂のrj1に楼むもの
も合み，水"1の底に生息する生物全般をさす.浮
遊生物は I~I 力ではほとんど移動できず，水流にし
たがって移動する生物をう.遊泳生物はfl力で、
運動し，食物製1)(や広範な移動ができる動物を言
う.浮遊生物は!湿潤しているものがほとんどであ
るがj底面にも多くの生j品を見る.
水の}lli1濁には遊j永生物がI~J係している場合も多
く，多数の浮遊生物が水i十lに生息し，また，生産
物や食物となる有機物の浮遊とともにj窓消しいる
場合がある
そこで水の懸溺を起こすプランクトンについ
て， {ftf之大学近辺の淡;1くで、臨祭される生物を観察し
た.主に観察されるものは次のような生物で、あった.
A.品目物性プランクトン
1.1笠iM植物F'j(Cyanophyta)，クロオコック
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凶6 顕微鏡によるブランクトンの観祭
ス I~I，ユレモ iヨ，ネンジュモ I~l，sp. 
2黄?葉植物fj珪藻縦(Diaton)，III心珪諜l:j，羽
状珪i奈良，sp.
3緑藻植物門 (Chlorophyta)，緑諜綱，sp
B.動物性プランクトン
l原生動物門 (Protozoa)，べん毛虫綱，恨足
虫綱，せん毛虫縦，sp.
2.1翁虫動物内 (Trochelmintes)，ワムシ鱗，
sp. 
3.節足動物内 (Arthropoda)，Eド殻綱，憾1司J[ヨ，
i翠足日，sp.
これらの生物82種が観察された 有機物で濁
りの1:[1に認められる原生動物べん毛虫繍の種や輸
虫動物も多く観察された(関6)
3繍 2.平成12年度学留金[光の不思議j
3之-1.欝1部「黒点観測と爾光被J(8パ2)
担当:1野
A.黒点1FJ¥!ilW
a)第2国学習会は光をテーマに取り上げたた
め，その源である太陽を観察することから
はじめた.しかし，実際に太陽を誼視する
ことは出来ないので，天体望遠鏡と投影板
を5台準備して投射した太陽映像を見て黒
点観測を実施した.あいにく器りがちであ
ったためにう+分に観察はできなかったも
のの雲間に垣間見る日差しを望遠鏡に集
めき紙を燃やして見せると太陽からの光と
エネルギーの強さに驚く小学生もおり，さ
らに，保護者のrれでも“黒点をこの様な方法
図γ “不思議な籍"工作の様子
で見るのは初めてだ"と感心する人もいた.
b)黒点観測後，空の色がい限[1を18単に説
IVJして，偏光フィルムを眠り，それを回転
させることによって空と雲の濃淡が変化す
る様子を観察してもらった.これは後に続
く偏光へ興味を持ってもらうための作業で
あった.
B.偏光現象
a) 実験室内では主として偏光フィルムを使っ
た科学工作を仔った.まず，光は波の性質
を示し，その光が偏光フィルムを通過した
際の変化を簡単Lに説明した.またラ偏光フ
ィルムを通して，掠帯電話やコンビュータ
の液晶画面を見てもらい，偏光フィルムを
回転させることによって岡部が真っ暗にな
ることを縫認させた.
b) 偏光現象に興味を持たせるために，偏光フ
ィlレムを能った科学手品を演じた.まず，
ケント紙で、作った特に対称となるように窓
を開け，それぞれの窓に異なる方向に振動
する光のみが通過できるように偏光フィ lレ
ムを2枚づっWiる.すると，窓から箱のr:1:
を覗くとあたかもそこに存夜ずるように;蒸
しリ撲が目に映る この!換は実際には存在し
ないがう箱の中のボールを取り出すi時に手
が膜を素通りするように見えるので，
手品と言われている.
c)偏光現象を正しく理解している参加者は少
なかったが，小学生にとっては単なる手品
として興味を持ったようであった.その後，
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偏光フィルムを使った“不思議な箱"[アJ，
[8 ]をそれぞれひとつづっ作成してもら
った(関 7).絡の中に黒Lリ肢を生じさせ
るためには偏光フィルムを貼る方向が重要
であるが，指導補助員のアドバイスによっ
て失敗した参加者はL、なかった.
初年度の学習会では科学的なデータ収集に重き
をirl~、たために，小学校低学年の兜設にとっては
むずかしい内容となっていた.今1mはその反省も
ありラ工作会取り入れ，親子が共同で作業する工
程を多く取り入れるようにした.また，工作した
“不思議な箱"は持ち帰}ってもらい，参加できな
かった家放や学校の先生 友達などに見せて光の
不思議について興味を持ってもらおうというねら
いもあった.学問会の1Iだしと言うこともあって
気経に打ミ業できる雰Iff:l気になったことは大変よか
ったとJ必じている.
3悶乙2.第2部 f光の毘折と分光J(8パ2)
担当:中村
第1部の稲光が f光を振動方向の成分に分解す
るJという怠1ょを持つがう別の観点から光を色に
分解すること(分光)を取り扱った.分光は第3ラ
4部のテーマにつなげる意味もあり，重要なステ
ップである • i1I視光の分光を取り上げるが，それ
に先立ち屈折に|却して理解しておいてもらい，後
の分光の実験に使う.
A.光の性質
a) レーザーポインタを使い，光がTfl(進するこ
とを見せる.その際，光はそこにあるだけ
では見えないこと，つまり目に光が入って
きではじめて光が見えることを指摘する
光の進路を見るには煙や石鹸水を使えばよ
いが，それは焼や在敵7]くの粒子による散乱
光が悶に入るためで、ある
b)水と空気の境界での屈折を見せた後，レン
ズによって光を集めることができることを
考えてもらう.学校で一般的な“空気q:lの
ガラスレンズ"の他に，“水中の空気レン
ズ"も見せたが，この場合凸レンズとIlfレ
毒見き%¥:を路lすたE草紙
一方を斜めに切ったトイレツトベーパーの芯
図8 鰯易分光器の作袋
ンズの役割が逆転する.
c)参加者各自でう穏々のガラスを使い，屈折，
反射の線二fを観祭してもらう その際，レ
ーザーポインタの光を自に直接入れないよ
うに注意する.
B.光の成分としての分光
a) 虹にi到して「太陽の光は元々七色の成分か
ら成り立っているj という仮説を立てる.
のレインボーシートを使った反射絞で，
太陽光を分光して見せた後， 1m折格子ー によ
る分光の仕組みを説明する 分光のメカニ
ズムは波動としての光の"'1折・干渉，それ
に波長と色の対応関係が絡み合っている
正総に明解することは限難であるから，そ
れを説明する関のみ示して，簡単な解説を
与えるに止めた.
b) 参加者各 I~l で簡易分光器を作製する (1羽 8
参JKt[9]).作った分光器で白熱灯ラ蛍光灯
などの光源を観察してもらう
c) 分光した光を再度，レンズで集めて白色光
になることを見てもらう
時!日jが足りないと考えて急いだため，参加者に
質問する回数が減り，そのためか内容に関して消
化不良が起きてしまった.後述の第4部の終了時
刻は予定を超過したが，その1寺の参加者の様子か
ら考えると，少々延長しでもじっくり考えてもら
うべきた、った.
分光器の覗き窓を斜めにしたのは， 10]折格子フ
ィルムの格子関騒が狭すぎて涯i玄にtlJiったのでは
よく見えなかったためである.格子11捕の広いフ
ィルムで放射状の分光が見える様に作ったものも
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あり，参加li行ーからは「この方がきれいでよしリと
の立凡があった しかしこれは一長一鋭で約二f-1'i]
Iq;~が)ょいと光源の1自然には不向きになる.むしろ
反省点としてはトイレットペーパーの広を斜めに
切る作業が難しかったことであった. 予めサイン
カーブをJI怠しておき，一切り取ってもらう方法も
あった.
3同乙3.第3部「紫外銀の性貿J(8パ9)
担当:岡患
紫外線(Ultravioletrays， UV)は放射線の一稀
である.放射線には，波長の短しワ7から，ガンマ
線 .x線・紫外務i・TiJ視光線・ J;外部iトマイクロ
波・ラジオ波がある.ガンマ線から紫外線までは
t凶fF:放射線と呼ばれ生体分子を屯離して生体に締
をもたらす.そこでガンマ総 .x綿については
法持により放射線源のl[X扱い方が厳しく規定され
ている しかしながら紫外線に関してはrlyc長野に
も存千1:するため規制の対象となっていない.実際
liえ近まで， 1焼けをしてIlJLを小麦色に焼くことが
位以である象徴ともされてきた しかしながら以
近，紫外務1[の思;話予;~~が強制され始め，紫外線に対
するノ、々の認織が変わりつつある.本時IJでは，
人11]が生活していくとで実際紫外線をどれだけ浴
びている可能性があるのかについて紫外線i誌をiHlJ
して認識し，また，紫外線を吸収して!日Lを守る
とされる化粧品(UVカットミルクヲ ]Pi別式)やト
数棟1mの呉なった色の)J日地を通して紫外線がどの
くらいカットされているかについての測定を通し
て紫外線道過11の追いを認識しようとする.紫外
線は波長の ~U い(エネルギーの向い)方から
UVC， UVB， UVAの3稿短!に分五iされ， UVCは
最も生物に有者であるが表皮で完全に食い止めら
れるが， UVAは見皮まで到達して机の構成分子
を|涼告を起こすことが?、"られている. UVBは日
焼けと炎症の主要lみ!とされている.
ヲミi怒の測定はUVCとUVAをUVC(検出波長
254nm)およびUVA(検出波長365nm)検出保
( (株)カスタム社製)を出いて戸外で行った.
UVカットミルクについては，スライドグラスに
図9 戸外で紫外線jft~定
常り{、jけてtJtみ検出荷:に乗せることにより，また
)J日地については検出部のi二にじかに乗せることに
より測定例の変化肢を制定した. 1ヌ19はiHltむのー
コマである.そのあij来、 UVカットミルクについ
てはUVA吸収不はほぼ95%以 Lで、あり 100%カ
ットするものもあることが参加千?のデータの集計ゐ
からゆjらかとなった 射実には!日iへのた宅り見台や
天候により変動することが符えられるのでl吸収性
能を一慨に結論付けることはできない.実際に!lJ
いたUVカットミルクのtiJiin1;はiWJ定後に配付し，
それらの紫外線防護性能については参加者弁々の
判断にゆだねた. UVCについては微坑で、あるた
め，参JI行のiWJ定U1'[は大きくばらついたが，地表
にmiいていることは確かに観察された.
このように紫外線が簡単に測定できること，
UVAはHなたのみならず1陰においても存千五す
ることなどがわかり町一If-のふち，長i主などによる
UVAカットの能力もjよれリぷいにiWJi.Eしていただ
いた.後のアンケートにも1¥てくるようにう本1寺
|引については f勉強になったJと誇えた参加持が
多かったが， r Tifi 1'1かったj と符えた小学生もい
た 測定器の扱いは尖際には保護者-ではなく児.'n
にしてもらったので機器十の扱いが気に入ったのた、
ろうか
3-2-4.第4部 f環境の内可鴇光也覚J(8パ9)
担当:溝商
A. 色党について
スペクトルによる分光で，色JぷJiの刺激とな
っている光の波長をまI !併することはtf12部で実
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図10 立体飯鏡での観察
!検していた.
8 二j己説
〉ピを感覚として認識するとき， (1と色とに分
け，光カ>1J:'J~汁I:jは色~;&;1'tは起りにくく， f'l必党
だけであり，ある{'lU立光刺激が強くなって始め
て色感覚となることをliHかめた.光刺激が強く
なり，色Jぷ1:1となるまでの刺激を無色IJ引とい
っ.
C 三原色
光の三1j{色と絵の見の三原己を上'HMするため
に，プラスチックフィルターと光淑をIIH、た.
フィルターをJljpて，むを1ftねたときと，光i}!i(
を)lJいて色を1ftねたときの迷いを観察させた.
D. rMIIN :f)~ 
lilJilHで、[iiJじ物をはているとき，以イiそれぞれ
の1に映る色や1ラが見なっていると，感覚視野
'11に左右の慌ilJ:の色や)貯のilUrが認められ正確
な認識が妨げられるiHを尖HJ9iで、示させた この
ことを不IJ)IJした立体 IIl~鈍を作成した./r:千 iに亦
と15のフィルターを付けた1Iがねを作り，亦と
15J色で、絵を揃き双方の絵を数ミリずらしておい
て，フィルターやIき1日続で観祭すると絵を立体
的に観祭できる引をflH併させた (1ヌIl0) この
ように環境で分けられる光の波長による色と
l怒に!t主党される色にはj主し》を生じる iJがままあ
るがを認識させた.
4.アンケート誤差まから克た学留会の評価
U'31 liJI (平成11年度)および立'j21' (平成12
年度)の学問会についてそれぞ、れアンケートを行
い，その結果のす弼を去 lにまとめた.
平成11{jo度 (1999"f)のti1 li1l学育会で、は8
)Jの Lli!日の午後のみのIJ可能であったために参加l
tiは大学に41日!足を;liぶことになったが，実際に
は411fHJすべてに参加した人は保かであった.ZJ1
1 ，，"学卸会は初年度でもあり 2栂郊のアンケート
を行った.一つは学問会1m官i1の情報源と参加の動
機を矢1るためのもの(アンケート A)であり，他
は学問会の内託子や感起に関するもの(アンケート
日)である.アンケート Aは，，}そ討会第 21111
(] 411)に，アンケート 8は最終日 (2811)
会終了後に実施した.平成12年度 (2000"F)は
初年i立に行ったアンケート Bと1i)じ内容で:'1え終日
学習会終了後に行った
前 11;"アンケート Aのい|特fiは15名であった.
実際のっそ官会の参加者数は何eliHf'if変動してお
り，アンケートね!詩考会員が初1'からの参加とは
限らない.学tJN会を9;1った手段としてMも多かっ
たのは i)J I ぷらざj であり，次いであIfILH ， 
NHKの阪であった rIi I};J病院，公共施設(問物
館・美保守館など)にも掲示したが， これらの良県体
を凡て参加した人は持1!誌で、あった.参加INには"1
学生が多くfiまれていたが，中学校に配布された
ポスターを先生が見て虫徒に参加を勧めたとのこ
とであった.雑誌は子元に残るためいつでも 1に
止まるriJ能性があるが，新聞.NHKによる広報
は一度見逃したりi起き逃すと1日合せも倍Jみになり
がちで，情報をまれる子段はもはや1!引、と古ってよ
い. 2 PiIのアンケートの結果からだけでは即断で
きないが， ifく行まで、は手元に桟す可能性の Ití~'ljl、雑
誌による広報がilえも有効な手段であるように感じ
られた.参加i動機については、1':分以上の参加寄が
学校での授業や夏休みの I~JrlI研究を主IlrlIとしてお
り， 3¥i;iJ弱が純粋にノ1(や生物， fL1墳について学ぶ
ことを11'']としてあlデている.
アンケート Bは学討会の最終引に行ったもので
あり‘アンケート Aの問答脊と Ij)じ人物とはliHら
ない さらに，冊子干名ーは名すべてが全日程に参
加しているとも i"':jえない.去をよ止るとiVJらかなよ
うにn~3 部の「水 -q気・r-.を調べてみよう(Il)J 
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にはアンケート間脊者のうち半数にも満たない5
名が参加したにとどまっている.アンケート Bを
行った最終日を除けば第2部の「水・空気・ i二を
調べてみようけ )Jへの参加が最も多く， 11名が
参加している.水を対象とした各テーマの'1:1でも，
r7]<.の流れの不思議j および「水環境に緩む小さ
な生き物たちj は“而白かった内容"として人気
が潟く r水・空気・ Lを誠べてみよう(1)および
(lI) Jは“勉強になった内容"として評価されて
いる.このように，“面白かった内容"と“勉強
になった内容"が区別されているようで，両者を
!可H寺に満たす内容ないしは教材が今後求められる
であろう.また，各内容と難易度には相関があり，
男fE易度が“易ししゾと回答されたものが最も“孤
I~l かった内容"と剖1{1l1îされ，難易!立が“少し難し
しゾと感じられたものほど“勉強になった内容"
平成11年度実施
〈アンケートA)
問答数
i司祭;者内訳
'I'{ 幸l- ilJj¥ 
(il複解答有)
参加の動機
〈アンケート B)
15名
小学生41ヨ 中学生10名 保護努 1名
新1日投3名 月刊ぷらざ9名 NHKl会; 教師から 1名
学校の授業とのi主!}安から 8名
;夏休みの I~lElI研究のため 2名
水のことを);1りたかった 2名
環境に興味があった 1名
生き物の勉強をしたかった 1名
熊限努 l名
iη! 答数 12名
問答者内訳 小学生4名 中学生4者i fJ校生 iぞ; 保護者21ヨ
参加1 !て1 8FJ 71:1 7名 8PJ14[1 11名
8)]2111 5名 8月28j= 12名
凶しろかった内容 : 水の流れの不思議 l名 水・ 2日気・二l:( 1 ) 1名
水・空気・二L(II) 1名 水原岐に桜む生物 8名
1!1.~問答 1'8 
勉強になった内容 : 水の流れの不思議 l名 水・空気・二i二(1) 5名
ぷ・空気・土(II) 2名 水環境に緩む生物 2名
1!\~ 問答 1'8 
内空手の郊f主主!支 : ノiくの流れの不思議 少し難しい5を; 易しい2名
以父から 1名
;J( .空気.L( 1) 少し難しいア名 易しい3名 易し過ぎ i名
水.~;~気・土(II) 少し燥しい3名 易しい2ぞ;
水環境に桜む生物 少し難しい3名 易しい8名 主主し過ぎlヂ;
平成12年度 3道路
回答数 10名
回答者内訳 : 小学生4名 r!J学生2:g 保護者4名
情報淑 : 月刊ぷらざ8名 新聞社2名
参加!日 8月12f=1 10名 8月19[1 10名
函しろかった内容 黒点観祭と偏光板 3ぞ; 光の}lH折と分光 2全;
紫外線の性質 lぞ; 仏FlJ視光色党 2名
すべての内容 l名 いろいろな実験 l名
勉強になった内容 : 黒点観察と偏光板 3名 光の服折と分光 2名
Cif(複解答有) 紫外線の'11:質 4名 内可祝光色党 O名
すべての内務 l名 いろいろな工作 l名
内容の難易!支 黒点綴祭と偏光板少し難しい 8名 易しい 1名
(j限効 l名を除く) 光の!互主ITと分光 JI:'inこ難しい 1名 少し難しい7名 易しい 1名
紫外線の性質 少し燥しい 6名 易しい 3名
内可視光色党 非常に契fEししリ名 少し難しい7名 易しい l名
広li境科学学習会の役;!iU 205 
と評価されている ただし，各国の参加者が一様
ではないために，この評価をそのまま受け入れる
には疑問が残り，今後のデータの蓄積が必要であ
ろう.なお，実rt:易度が f易し過ぎるJとお19等した
のは高校生であるが，小中学生を対象とした学沼
会であるために高校生にとっては物足りない内容
であったものと思われる.
学~!>I会の努1m気は“楽しかった\“やさしく説
明してもらった"などの肯定的立見が多い.今聞
の学官会のように年 1jijどちらかと設えばそi発的
に行われるイベントを成功させながら継続して開
催していくための問題点もここに存在するように
思われる.単発性ゆえに人間関係が希薄のままで
終わっても構わないとおriいに考えがちである.
したがって， *11~R#G して米てもらうためには，学沼
会の内容が参加者に魅力を感じてもらえるもので
あることはもちろん，新鮮さと気安い(米安い)
雰IJJ:I気がどれだけ保てるかが学資会の人気を保ち
ながら持続する鍵になる また，学問会参加に
“保護者!日H'r'を条件としたjg;昧は，参加者ー(特
に小学生)には多少難しくても保護者との復習に
委ねることを考えているからである.知識を得る
というよりもむしろ，“説子の会話が~~f:習会の r~1
ではもちろん家庭のIやでも行われ，機会あるごと
に話題になることによりお瓦いのコミュニケーシ
ョンが保たれるといいのでは"という主催者側の
怠悶もあった 現在， 十分な親子の会話があるよ
うな家庭環境が少なくなりつつあるとすれば，本
学習会の持つ怠義はさらに高まるだろう.環境科
学学問会の f環境Jには生活環境やi当然環境とと
もに家庭環境という，な味も合まれると考える.そ
の点、で、は，初年度の学育会で“子供を参加させて
自身は参加しなしγ' という方がおられたのは、
我々の怠関からすると残念であった
学習会の今後の参加希望については，ほとんど
の参加者が“今後，このような催しがあれば参加
した~)"と詩えている.しかしながら， 21耳目で
も触れるが， tl~ 1 1m.第21tijと連続して参加した
人はいなかった.このI日rlfとしては広報の手段に
も1m題があったと考えられるが，学問会の内容が
十分な準怖を経て行われたものかどうかについて
も自省する必要もあろう.さらに，主催者釧の教
官の4名111名しか実際に小中学'校の教育現場で
の経験を杭んでいないことから，学問会の進め方
あるいは子供との対話に不馴れであったことも関
係しているのかもまnれない.
ifcに平成12年度 (2000年)の第21，5]学習会の
アンケートについて述べる. 1'j"i2Im学沼会には5
家族10人が参加した.前述のように第 11:1目の
参加者はいなかった l}Ij悶のアンケートAの結果
から， tr~ 2'言iは病院，公共施設などでの広報は行
わなかった. 'f} 1 Iril1とは異なり事Ifl揺を児て参加
したものが4家族で， r j=n司ぷらざJを見ての参
加は l家族だけであった.また，小・中学校にも
第11立1r=~ と同様に広報したが，今回はこのルート
による参加者はいなかった.'f} 2間学習会は8月
の21I'1のま:1M 1二iの午前と午後に分け4部構成にし
た(第1恒I1二!は 1EI 1部の構成で4[IIJ行った)• 
このように2日間の日程で行った場合，参加者の
米学の手IiJを考えるとより好ましいと考えられる
が，経食の準備やはぼ一日拘束されると一古うI!寺IJ
の長さを敬遠して参加を取りやめた人がし、たかど
うかが気になるところである.問答者は10名で
あるが平成11年度とは異なり，仕事の関係で保
護者 l名が部分的に参加lできなかったものの，ほ
ぼ全員がすべての内容に参加している.この意味
で、は参加者の持続性はよく，日程を2E:llmにした
メリットがt~主じられた.内谷については初年度の
反省から，小学校3~6年生を対象とすることを
怠識して工作を取り入れたものも準備した.その
ためか“面白かった内寄"として特定のものに集
中することはなく，どの内鮮でもほぼ等しし寸'1fli
を得た -11，“勉強になった内容"としては
「紫外綿についてj が多く，新聞・テレビ等のメ
ディアで耳に入る機会が多いことが)}}5縛している
のではないかと思われる.難易1:.'1に関しては第 1
Il:lI I=I と同様に“少し諜I~ しかった"が圧倒的に多く，
主催者側が設定したレベノレを維持している.
会全体の雰囲気についてのアンケート結巣では
“楽しかったぺ“i漂白かった"が多く，“気il廷に取
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りおlむことができた"などの，立見もあった‘学育
会のj1J.IJ可能については全員が参加希望しており，
尖験や工作をもっと取り入れて欲しいとの怠見が
多かった.しかしながら，第2[iiJ学問会に初年度
参加者ふがし、なかったことを考えると，広報の時刻i
を早めたり，またその方法 I~I 体を再検討する必裂
があろう.アンケートの1'には“お盆の時191を避
けて欲し~ )"と言うJ2;見もあるので，実施時期な
どもf北野に入れて今後の方針を計1訴しなければな
らない.
この2li'のアンケートは学問会を進める上で、男
気づけられる結果であった.一方で紋続しつつも
新鮮さを如向に維持するかという問題をit‘くも感
じさせられるデータも得られた.すなわち，参加l
~.が次 i討を心待ちにできるような魅力ある設定と
内界を考える必要がある. したがって，考えるべ
き本質的な問題は単なるまIlii裁の治以やi託子なパフ
ォーマンスではないことはIVJらかであり，参加者
が1~lì:I'j'')に進行できるような会になれば11えも良い
と忠われる.そのため大学教官を講師等て、はなく
“指導"として広報した.現段階では， di民には
大学が未だ話しやすい助所ではない(ある怠1木こ
れは必要な場合もあるが)ことも感じたが，地域
を考えるときには~II{liJ ~こJ:í[恨を {ll くするかは
恐らく大学側が考えるべきことであろう.現段階
では参加l訴の 1:1 主牲を求めるのにはJn~flj!がある
が， 1'1を束ねるに述れ，お互いの気心が知れれば
な見交換もスムーズになるだろう 本学好会が，
将米的には(1 )身近なE2i境問題を汚える tで必
要な知識と思考力を詫う場となること， (2) 親
子が共同で実験や工作をする過程でお瓦いに会話
し，また参加者と教官・学生(アルバイト)との
交流ができ，家躍で、の話題を挺{jhで、きるよ誌になる
こと，そして地域にとって大学がさらに身近な存
在になることを [1撚として今後も京 l~続で、きること
を椴うものである.
は教'白にとっても小・小学生を 1'(接指
導するほとんど唯一の機会とってよく，参加者
(J:也域)が大学に{liJを求めているのかを矢口る上で
I~I らも るよ易となっているのである.
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